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高齢者ANCA関連血管炎に関する
臨床的検討

27．

ダウン症候群患児の甲状腺機能に

関する縦断的検討

（八王子・老年科）

○金高秀和，金谷潔史，清水武志，藤井広子

（老年病）

　　高崎　優

【目的】抗好中球細胞質抗体（ANCA）関連血管炎

は，顕微鏡的多発血管炎として近年結節生多発動脈

炎（PN）から分離独立された疾患である．その臨

床症状は，病変の侵襲が全身臓器におよぶことから

多彩を呈する．我々は異なる臨床症状と転帰をたど

った3例のANCA関連血管炎に関して文献的考察

を加えて報告する．

【症例内容】症例1：78歳女性．主訴；筋痛，全身

倦怠，発熱．検：査データ；WBC　4960，　RBC　277，

Hb　8．8，　CRP　7．2，　IgG　3735，　RAPA　（一），　ANA　（一），

p－ANCA（＋），　EM（｝一myogenic　change．経過；多

発性筋炎の疑いで筋生検施行，血管炎所見認めたた

めステロイドによる治療行う．治療後炎症反応消失，

貧血改善，筋力も回復し現在外来通院中．

症例2：88歳女性．主訴；全身倦怠，食欲不振，発

熱．検査データ；WBC　14420，　RBC　329，　Hb　8．2，

CRP　16，　RAPA　1280，　ANA（一），　pANCA（＋），凝

固線溶系引引．経過；ステロイド治療を行い，炎症

反応消失，貧血改善，全ての自覚症状も改善し現在

外来通院中．

症例3：77歳男性．主訴；全身倦怠，下肢しびれ感，

発熱．検査データ；WBC　7700，　RBC　315，　Hb　8．7，

CRP　9．7，　RAPA　1280，　ANA　（一），　pAN　CA　（＋），

凝固線溶系充書．経過；問質性肺炎から急激に呼吸

不全となり，ICUで呼吸管理行う．ステロイドパル

ス療法も一時的効果しか得られず死亡す．

【結果および考察】3例に共通する所見は，発熱，

貧血，CRP上昇であった．主訴は全身倦怠，食欲

不振等の不定愁訴的なものが多く，血管炎の存在を

考慮しなければ見逃される可能性もあり，ANCAの

測定は，診断マーカーとして重要と考える．

（小児科）

　森　博子，武隈孝治，星加明徳

【緒言】ダウン症候群（ダウン症）患児では甲状腺

疾患の合併が高率であることが知られている．今回，

多数のダウン症患児の甲状腺機能について後方視的

に検討を行った．

【対象と方法】開設以降神奈川県立こどもセンター

を受診したダウン症手延のうち，1988年3月31日

以前に出生し10才以降まで生存していた795例に

ついて，診療録の記載から甲状腺機能，マイクロゾ

ームテスト（MT）について調査した．

【結果】（1）795例中，甲状腺機i能充進症が17例，

原発性甲状腺機能低下症が11例みられた．（2）406

例中94例がMT陽性を示し，陽性率に男女差を認

めなかった．（3）181例で経時的に甲状腺機i能検査

が行われていた．初回検査時の甲状腺機能が正常の

留浦119例のうち，MT陽性を示した患児は33例

であった．このうち，後に何らかの甲状腺機能異常

を示したものは39．4％みられ，これはMTが陰性で

あった患児に比べ有意に多かった．また，甲状腺疾

患と診断され治療を要するに至ったものの割合は，

それぞれ12．1％，3．2％（p＝0．0782）であった．（4）

甲状腺ホルモン値は正常でTSHのみが高値を示し

た症例が181例中57例と高頻度に見られ，潜在性

の甲状腺機能低下も疑われた．そのうち3例は後に

原発性甲状腺機能低下症に進展した一方，27例で

はTSHが後に正常化していた．

【考察】ダウン症患児において甲状腺疾患の合併率，

MTの陽性率は従来の報告と同様高率であった．

MTは経時的な検討から将来の甲状腺機能異常の発

症の予想に有用と思われた．TSHのみが高値を示

す例が高頻度に認められたが，後にTSHが正常化

する例も少なくなく，自己免疫ばかりでなくその他

の機序の関与も考えられた．このような例に対する

治療適応については年齢，臨床経過など，総合的に

判断する必要があると思われた．

（　14　）


